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咲いぱ゛
つ

いを花

睦地区コミュニティー推進協議会では、

－つ

９月２日「第。

３回花いっぱいコンクール」を開催しました。各自治会

毎に敵意工夫した花壇や沿道では、いろんな花が咲き臆

っ‘ご1います｡ヽ又今回初めて小学生の児童も審査員とし

　　　････　か●“'‘"ヽ　　　　　　　　■■■
　　　　　Ｉ　　｀●　　　　　　　･･‥て参加しました。　………で二。｡………
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●地震が起きたら

●住民票の写し・戸籍騰抄本の交付が宇都宮

　広域圏で受けられます

●参議院議員選挙結果・情報公開制度利用状況
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主な内容



老農
が

起きたら

　
大
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら
身
を
守
る

に
は
、
各
家
庭
で
の
防
災
の
備
え
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
個
人
や
家
族

の
力
だ
け
で
は
限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ

こ
で
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、
住
民

が
協
力
し
合
っ
て
大
き
な
災
害
に
立
ち

向
か
う
、
地
域
の
自
主
防
災
活
動
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
丁
久
人
が
団
結
し

て
発
揮
す
る
行
動
力
こ
そ
、
一
刻
を
あ

ら
そ
う
人
命
救
助
に
大
き
く
貢
献
す
る

の
で
す
。

　
六
年
前
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、

六
千
四
百
人
を
超
え
る
死
亡
者
が
発
生

し
、
そ
の
九
割
近
く
が
倒
壊
家
屋
の
下

敷
き
と
な
っ
た
人
で
し
た
。

　
一
方
、
そ
の
数
十
倍
と
も
い
わ
れ
る

多
数
の
人
々
が
、
ケ
ガ
を
負
い
な
が
ら

も
倒
壊
物
の
下
か
ら
救
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
家
族
や
近
隣
住
民
が
協
力
し
、
バ
ー

ル
や
の
こ
ぎ
り
、
車
の
ジ
ャ
ッ
キ
な
ど

身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て
閉
じ
込
め
ら

れ
た
人
々
を
助
け
出
し
た
の
で
す
。

　
大
地
震
の
発
生
直
後
は
、
広
範
囲
に

ま
ず
身
の
安
全
、
そ
し
て
消
火
・
救
助
・
看
護

住
民
の
組
織
力
が
　
命
を
守
る

　
　
　
　
　
　
倒
壊
し
た
家
屋
か
ら
の

救
出
方
法

わ
た
っ
て
建
物
の
倒
壊
、
火
災
の
発
生
、

道
路
・
水
道
・
消
火
設
備
の
損
壊
な
ど

が
起
き
る
た
め
、
す
べ
て
の
現
場
に
警

察
や
消
防
が
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
、

「
自
ら
の
地
域
を
自
ら
守
る
」
心
が
ま

え
と
組
織
力
で
す
。

　
い
ざ
と
い
う
と
き
、
と
っ
さ
に
必
要

な
の
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
。
そ
し

て
危
険
を
免
れ
た
住
民
に
は
、
次
の
瞬

間
か
ら
重
要
な
役
割
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

近
隣
の
出
火
防
止
、
初
期
消
火
、
被
災

者
の
救
出
・
看
護
に
当
た
る
な
ど
で
す
。

地
域
の
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら

れ
る
か
ど
う
か
は
、
住
民
た
ち
が
協
力

し
て
速
や
か
な
防
災
活
動
を
行
え
る
か

否
か
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
す
。

-

①
状
況
の
確
認

　
ど
ん
な
状
態
で
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い

　
る
か

　
け
が
を
し
て
い
な
い
か

　
建
物
の
倒
壊
の
程
度
は
ど
う
か

　
中
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
か

　
作
業
を
す
る
ス
ベ
ー
ス
は
あ
る
か

　
ガ
ス
漏
れ
、
漏
電
に
よ
る
火
災
の
お

　
そ
れ
は
な
い
か
（
ガ
ス
の
元
栓
、
電

　
気
の
ブ
レ
ー
カ
ー
類
は
す
べ
て
止
め

　
亘

ま
ち
を
守
る

②
障
害
物
の
除
去

　
ま
ず
、
瓦
、
ト
タ
ン
、
ガ
ラ
ス
な
ど

　
軽
い
物
か
ら
取
り
除
く

　
次
に
、
柱
、
は
り
な
ど
の
大
き
な
物

　
を
取
り
除
く

　
ロ
ー
プ
な
ど
で
固
定
し
、
崩
れ
な
い

　
よ
う
に
す
る

　
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
人
に
意
識
が

　
あ
れ
ば
、
安
全
の
確
認
を
と
り
な
が

　
ら
進
め
る

　
柱
な
ど
を
切
断
す
る
と
き
は
、
周
囲

　
の
物
が
崩
れ
な
い
よ
う
に

　
車
で
障
害
物
を
け
ん
引
す
る
と
き
は
、

　
丈
夫
な
ワ
イ
ヤ
ー
を
使
い
ゆ
っ
く
り

　
と

③
救
出
・
手
当
て

　
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
に
近
づ
い
た
ら
、

　
安
全
の
た
め
手
作
業
で

　
道
具
を
使
う
場
合
は
、
体
を
傷
つ
け

　
な
い
よ
う
に

　
慎
重
に
搬
出
し
、
直
ち
に
必
要
な
応

　
急
手
当
を

-

乙
本
気
で
チ
エ
ツ
ク
ロ
‥

非
常
持
出
品
の
備
え

　
避
難
生
活
に
最
低
限
必
要
な
物
を
リ

ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
な
ど
の
非
常
特
出
袋
に

入
れ
て
、
す
ぐ
に
持
ち
出
せ
る
場
所
に

備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
－
－
－

〔
降
昨
品
の
例
〕

　
－
－
－
－
－

○
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
ず
き
ん

○
飲
料
水
と
食
料
（
２
～
３
日
分
）

○
衣
類
・
手
袋

○
懐
中
電
灯
・
ロ
ウ
ソ
ク

○
ラ
イ
タ
ー
ニ
フ
ジ
オ

○
ナ
イ
フ
・
缶
切
り

○
救
急
医
療
品
・
毛
布

○
現
金
・
預
金
通
帳
・
印
鑑

○
乳
幼
児
が
い
る
家
庭
は
、
ミ
ル
ク
、

　
ほ
乳
ビ
ン
、
紙
お
む
つ
な
ど

消
火
器
な
ど
の
備
え

　
万
一
の
出
火
に
備
え
て
、
消
火
器
や

消
火
用
三
角
バ
ケ
ツ
な
ど
を
す
ぐ
使
え

る
場
所
に
用
意
。
風
呂
の
水
は
い
つ
も

た
め
て
お
く
よ
う
に
心
が
け
を
。
火
災

が
発
生
し
た
と
き
に
確
実
に
消
火
で
き

る
よ
う
に
、
普
段
か
ら
防
災
訓
練
な
ど

に
参
加
し
、
消
火
器
の
使
い
方
に
慣
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
夜
間
に
避
難
す
る
た
め
の
懐
中
電
灯

や
、
床
に
飛
散
し
た
ガ
ラ
ス
で
ケ
ガ
を

し
な
い
よ
う
に
厚
手
の
ス
リ
ッ
パ
や
運

動
靴
を
身
近
な
場
所
に
用
意
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
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小|||･lj

所　－
N0， 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

１ 壬生小学校

82－00拍

FAX

82－0121

本丸£丁目

　　３－７

下表町、中表町、下横町、

今井、上表町、泉下台、

下台団地、城東町、栄町

２

モ生中火

公　民　館

城址公園

82－旧08

FAX

82－0042

本丸１丁目

　　　　８

仲通町、上通町、駅東、

県営壬生住宅、城内、城南、

舟町

３ 藤井小学校

82－0102

FへX

82一部84

大字藤井

　　　1267

馬場、原宿、田向稲荷内、

上坪、前官坪、台坪

４ 壬生中学校

82－6690

FAX

82－2048

大字Tr生甲

　　　2770

万町、上新町、下馬木、

西高野、釜ケ淵、福和田

－
Ｄ

　　　　　　　82－2345

総合運動場　FAX

　　　　　　　82－2706

大字壬生甲

　　　3828

三好町、旭町、星の宮、

六美町南部、六美町中央、

車塚

６

　　　　　　　　82－0079

壬生東小学校　FAX

　　　　　　　　81－1384

落合三丁目

　　5－21

至宝町北、至宝町南、

ひばりケ丘、落合

７　稲葉小学校

82－1004

FAX

82－1572

犬掌上稲葉

　　　　881
下町、上町、本郷、松原

８
稲葉地区

公　民　館
82－7374

大字上稲葉

　　　　932
原坪、鹿島、下馬木

３

覧 表
N0. 指定避難場所 電　話 所在地 収容地区名

９ 羽生田小学校

82－1022

FAX

82－8410

大字羽生田

　　2139－1

西部、中央、北原、台宿、

下坪

10 睦小学校

82－4824

FAX

82－4954

大字壬生丁

　　23Cト１

六美町北部、緑町一ド目～

緑町四Ｌ目、幸町･丁目～

幸町４」‘目、おもちゃのまち、

いずみ、若価

11 南犬飼中学校

86－0134

FAX

85－1205

大字北小林

　　　　743

北小林、狽協医大職員寮、

あけぼの

12

南犬飼地区

公　民　館

勤労青少年ホ

ーム(やすづか

保育園を含む)

86－0031
大字安塚

　　　H79
上長田、安塚南部

13 安塚小学校

86－0031

FAX

86－0042

大字安塚

　　　2078

安塚一、安塚二、安塚三、

安塚中央

14 壬生北小学校

86－0064

FAX

86－1058

大字北小林

　　　　190
上田、中泉、助谷、助谷原

15 総合公園

86－7117

FAX

86－7112

大字国谷

　　783－1

国谷中火、国谷新田、

国谷本田、東原、鯉沼

｀W/
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『
住
民
票
の
写
し
』
『
戸
籍
謄
（
抄
）
本
』
の
交
付
が
、

宇
都
宮
広
域
圈
Ｉ
市
５
町
で
受
け
ら
れ
ま
す

　
昨
年
1
0
月
２
日
よ
り
、
宇
都
宮
地
区

広
域
圏
圭
市
５
町
（
宇
都
宮
市
、
上
三

川
町
、
上
河
内
町
、
河
内
町
、
壬
生
町
、

石
橋
町
）
　
の
市
役
所
・
町
役
場
で
、

「
住
民
票
の
写
し
」
と
「
戸
籍
謄
抄
本

（
記
載
事
項
証
明
書
）
」
の
相
互
交
付
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ま
ま
で
、
住
民
票
（
戸
籍
）
が
ほ

し
い
け
ど
、
仕
事
を
休
ま
な
け
れ
ば
取

り
に
い
け
な
い
と
お
困
り
だ
っ
た
皆
さ

ん
、
勤
め
先
の
近
く
の
窓
口
で
手
続
き

で
き
ま
す
の
で
、
宇
都
宮
広
域
闇
市
町

に
勤
務
、
通
学
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

下
さ
い
。

○○役場住民課

四●

/ ‾ ‾ ‾ ' ‾ '
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△△役所市民課

雨加峠］

　　幕

住民票の写し(戸籍)の作成

宇都宮市＝市民課昔028-632-2267

　　　　　各地区市民センター・出張所

上三川町＝住民諜昔0285-56-9125

上河内町＝住民諜昔028-674-3131

河内町＝住民課昔028-673-3232

　　　　　岡本・田原事務所

壬生町＝住民課昔0282-81-1824

　　　　　稲葉・南犬飼出張所

石橋町＝住民課昔0285-52-1 1 17

交付できる

証明書の種類

一住民票の写し

　戸籍謄（抄）本

　（一部及び全部記録事項証明書）

利用できる人
一本人

丿本人と同一世帯（戸籍）の人

受付日・
受付時間

圭一午前８時30分～午後５時

　（土・日曜日、祝祭日及び年末年始を除く）

取扱手数料 心‘一住民（戸籍）登録をしてある市・町の手数料条例に基づく金額

請求方法
‘窓口に備えてある広域用の交付申請書に必要事項を記入し、

　窓口に提出してください。

４

于一続きのしかた

取扱場所・問い合わせ先|



一

「
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
」
の
投
開
票
結
果

　
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
７
月
2
9
目

に
執
行
さ
れ
、
栃
木
県
選
出
議
員
選
挙

と
比
例
代
表
選
出
議
員
選
挙
の
２
つ
の

選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
投
票
率
は
、
5
0
・
8
2
％
で
前

㈲
の
参
院
選
（
5
4
・
4
1
怨
よ
り
３
・

比例代表選出議員選挙の投票結果栃木県選出議員選挙の投票結果

/ 男 女 計
当日有権者数 15,431(6) 16,112 31,543

投票者数 7,999巾 8,030 16,029

棄権者数 7,432(5) 8,082 15,514

投　票　率 51.84％ 49.84％ 50.82％

ペペ_ 男 女 計

当日有権者数 15,425 16,112 31,537

投票者数 8,001 8､026 16,027

棄権者数 7,424 8,086 15,510

投　票　率 51.87％ 49.81％ 50.82％

※（　）は内数で在外選挙人（外国にいても国政選挙

　に参加できるよう登録された方）の数です。

比例代表選出議員選挙得票数

5
9
ポ
イ
ン
ト
下
回
り
ま
し
た
。

　
栃
木
県
選
出
議
員
選
挙
は
改
選
数
２

で
、
栃
木
県
選
挙
区
全
体
で
は
別
表
の

上
位
２
人
が
当
選
し
ま
し
た
。

　
公
職
選
拳
法
が
改
正
さ
れ
、
比
例
代

表
選
出
議
員
選
挙
で
は
、
非
拘
束
名
簿

式
が
導
入
さ
れ
、
候
補
者
名
ま
た
は
政

党
名
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
て
投
票
す

る
方
法
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
の
投
開
票
の
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

得票順

栃木県選出議員選挙候補者別得票数

　　　　　　　　　　　　　得票順

＼
政党等の名称 合計得票数 候補者の

　得票数

政党等の

　得票数

１ 自由民主党 7,517.265 1,783.265 5,734

２ 民　主　党 2,714.655 835.655 1,879

３ 公　明　党 1,521./134 1,100.434 421

４ 自　由　党 1,266.184 81.184 1,185

５ 日本共産党 684.767 29.767 655

６ 社会民主党 622.384 211.384 411

７ 保　守　党 267.000 126.000 141

８ 第二院クラブ 158.000 81.000 77

９ 自由連合 133.302 78.302 55

１０ 女　性　党 121.000 34.000 87

11 新社会党 99.000 15.000 84

１２ 新党･自由と希望 44.000 32.000 12

１３ 無所属の会 32.000 2.000 30

１４ 維新政党・新風 14.000 5.000 ９

候補　者名 党派名 得票数

国井　正幸 自由民主党 6,028

谷ひろゆき 民主党 4,015

増渕としかず 無所属 3,885

野村せつ子 日本共産党 886

四本まゆみ 自由連合 284

浅井もりお 新社会党 217

※候櫓昔の得票数は按分県があるため小数点以下までの

　数字になります。

開かれた町政を目指して~情報公開制度利用状況~
　
壬
生
町
で
は
平
成
Ｈ
年
７
月
か
ら
、
情
報
公
開
制
度
を
施
行
し
ま
し
た
。

平
成
1
2
年
度
の
情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

…
…
情
報
公
開
制
度
と
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町
政
に
対
す
る
理
解
・
信
頼

を
深
め
、
「
よ
り
聞
か
れ
た
町
政
」
の
実
現
の
た
め
、
町
の
待
っ
て
い
る

情
報
を
公
開
す
る
制
度
で
す
。

　
平
成
1
2
年
度
の
公
開
請
求
は
次
表
の
と
お
り
Ｈ
件
で
し
た
。

「
情
報
公
開
制
度
」
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　
総
務
課
文
書
法
規
係
　
音
8
1
－
１
８
０
７

No. 受付日 情　報　の　内　容 公開の可否 決定日 担当課

１ ４月24日 ふれあい交流館建設設計図一式 公　　開 ５月８目 都市計画課

２ ４月24日

請負契約及び業者一覧表

本町が平成目年度中に実施した建設及び土木の

すべての工事について、その工事名、金額、請

負業者名が記載されたもの。

　(100万円以上の工事)

公　　開 ５月８目 エ事検査課

３ ４月24日 ふれあい交流館竣工検査に要した書類-式 部分公開 ５月８日 都市計画課

４ ８月８日

ヘルシータウン開発に関する議事録

　巾壬生・石橋ヘルシータウン開発推進協議会の議事録

　(平成Ｈ年度､12年度のすべての議事録)

不受理

(取得して

いない文書)

８月９目
地域振興

対策課

５ ８月８日
ヘルシータウン開発に関する議事録

　（2）（Dの開発に関する本庁の対策会議議事録

不受理

(不存在)
８月９目

地域振興

対策課

６ ８月８日
壬生中学校に関する資料

　巾生徒の非行防止の組織と役員名簿及び活動記録
部分公開 ８月21日 学校教育課

７ ８月８目
壬生中学校に関する資料

　(2)学習スケジュづレから遅れた生徒の対策方針書
部分公開 ８月21目 学校教育課

８ ８月８目
壬生中学校に関する資料

　(3)非行に関する実態調査資料
部分公開 ８月21目 学校教育課

９ ８月８目

安塚駅東地区開発に関する、平成11年度及び平

成12年度における、取り組み記録

　(打ち合わせメモ含む)

部分公開 ８月23日
地域振興

対策課

10 12月１[] 平成12年壬生町教育委員会議事録写し 部分公開 12月７日 学校教育課

11 12月１目 処分書写 非公開 12月７日 学校教育課

５



皿スボ

壬生町身体障害者スポーツ大会

　　悪条件の中、好記録

壬
生
東
ク
ラ
ブ

国
谷
駅
前
を
学
校
ま
で
パ
レ
ー
ド

ビームライフル競技

壬
生
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
（
田
中

一
男
会
長
）
主
催
の
壬
生
町
身
体
障
害

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
酷
暑
が
続
く
７
月

2
4
日
、
会
員
2
6
名
の
参
加
に
よ
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
栃
木
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が
主

催
す
る
「
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
」
を

兼
ね
て
、
「
県
民
一
人
Ｉ
ス
ポ
ー
ツ
」

を
通
じ
て
、
体
力
の
維
持
増
進
・
機
能

向
上
、
仲
聞
と
の
交
流
・
友
情
の
輪
を

広
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
公
認
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員
４
名

の
講
師
の
も
と
に
、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル
、

ペ
タ
ン
ク
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・

ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

４
種
目
の
中
か
ら
、
一
人
２
種
目
づ
つ

に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
前
半
・
後
半
に
分

か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
十
分
過
ぎ

る
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
指
導
員
の
講
評
で
は
、
酷
暑

夏
を
制
す

　
　
県
下
町
内
選
抜
学
童
野
球

　
さ
る
８
月
、
栃
木
市
営
球
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
、
第

1
8
回
県
下
町
内
選
抜
学
童
軟
式
野
球
大
会
に
お
い
て
、
壬
生

東
ク
ラ
ブ
が
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
大
会
は
、
天
候
不
順
の
た
め
準
々
決
勝
か
ら
は
４
連
戦
が

続
く
な
ど
、
体
力
的
に
も
苦
し
い
試
合
が
続
き
ま
し
た
が
、

子
供
た
ち
は
、
一
戦
ご
と
に
着
実
に
成
長
し
、
主
将
の
加
藤

一
秀
君
を
中
心
に
チ
ー
ム
も
良
く
ま
と
ま
り
、
決
勝
で
は
県

下
強
豪
の
馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
ズ
Ａ
を
９
対
４
の
逆
転
で
下
し
、

2
1
世
紀
最
初
の
夏
に
大
き
な
栄
冠
を
手
に
し
ま
し
た
。

-

稲葉クラブ見事初優勝

県学童少女ソフトボール

の
中
、
水
分
補
給
に
気
を
配
っ
て
、
最

後
ま
で
脱
落
者
が
な
く
、
無
事
に
終
了

で
き
た
こ
と
、
悪
条
件
の
中
毒
晴
ら
し

い
記
録
も
見
ら
れ
た
こ
と
は
、
日
頃
の

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
精
進
し
た
賜
物
と
の

賞
賛
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
前
後
半
そ
れ
ぞ
れ
の
入
貧
者
は
次
の

通
り
で
す
。

回
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

　
　
　
　
（
前
半
戦
）
　
　
　
（
後
半
戦
）

　
１
位
　
宇
賀
神
勝
男
　
戸
崎
　
才
一

　
２
位
　
高
木
　
一
正
　
篠
原
　
一
男

　
３
位
　
臼
井
　
ヤ
ス
　
田
中
　
忠
男

回
ペ
タ
ン
ク

　
　
　
　
（
前
半
戦
）
　
　
　
（
後
半
戦
）

　
１
位
　
石
村
　
タ
ケ
　
森
　
け
い
子

優勝した稲葉クラブの少女たち

　
８
月
３
日
～
５
日
ま
で
、
に
し
な
す

の
運
動
公
園
等
を
会
場
に
行
わ
れ
た
第

2
9
回
県
学
童
少
女
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
、
稲
葉
ク
ラ
ブ
が
見
事
初
優
勝
を
飾

-

２
位
　
小
平
　
テ
ル
　
田
中
　
一
男
　
６

３
位
　
菊
地
　
ヨ
シ
　
高
木
　
一
正

フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
・
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー

　
　
　
（
前
半
戦
）
　
　
　
（
後
半
戦
）

１
位
　
田
中
　
一
男
　
小
平
　
テ
ル

２
位
　
藤
栄
　
　
武
　
賀
長
甚
一
郎

３
位
　
松
山
　
　
聖
　
小
平
フ
ミ
于

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ

　
　
　
（
前
半
戦
）

３　２　１

位
　
楡
井
　
ア
イ

位位

大森
　
け
い
子

関
正
太
郎

他
２
種
目
競
技

　
敢
闘
賞
　
高
橋
　
和
貴

（
後
半
戦
）

臼
井
　
ヤ
ス

藤
栄
　
　
武

宇
賀
神
勝
男

野
口
　
正
明

り
ま
し
た
。

　
稲
葉
ク
ラ
ブ
は
、
一
回
戦
、
旗
川
学

童
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
を
1
9
対
Ｏ
の

大
差
で
破
り
、
以
後
２
回
戦
、
玉
生
ク

ラ
ブ
を
６
対
５
、
３
回
戦
、
川
西
ク
ラ

ブ
を
６
対
Ｏ
、
準
々
決
勝
で
は
、
槻
沢

ク
ラ
ブ
を
５
対
１
と
順
調
に
勝
ち
進
み
、

準
決
勝
で
は
、
犬
塚
を
８
対
４
で
下
し

決
勝
に
勝
ち
進
み
ま
し
た
。

　
決
勝
は
、
黒
田
原
ク
ラ
ブ
（
那
須
）

と
の
対
戦
、
４
回
に
２
点
を
先
取
さ
れ

た
も
の
の
逆
転
に
成
功
、
６
回
に
は
同

点
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
追
加
点
を
奪
い
、

５
対
３
で
勝
ち
、
初
の
頂
点
に
立
ち
ま

し
た
。



期待してます今後の活躍

食生活改善推進員

　　養成講座が終了

W

　
５
月
か
ら
８
月
に
か
け
て
の
８
日
間
、

延
べ
4
0
時
間
の
日
程
で
実
施
し
て
い
た

食
生
活
改
善
推
進
員
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

の
養
成
講
座
が
こ
の
ほ
ど
終
了
し
、
８

月
1
0
日
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
3
0
名

の
方
々
に
修
了
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
講
座
は
、
現
在
の
食
生
活
を
見

直
し
｀
健
康
な
生
活
を
送
る
と
と
も
に
｀
　

）

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
広
め
て
も
ら
う

こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
、
行
っ
て
い
た

も
の
で
す
。

　
講
座
で
は
、
栄
養
の
基
礎
知
識
や
、

年
代
別
の
栄
養
摂
取
、
自
分
の
家
の
食

生
活
の
見
直
し
、
ま
た
、
自
分
で
た
て

た
献
立
の
調
理
実
習
な
ど
、
食
生
活
を

中
心
と
し
た
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
人
達
か
ら
は
、
「
検
診
を

自分たちでたてた献立で調理実習

三
大
漁
凛
○
三
寸
ｆ

ド

ｒ
へ
」
証
Ｅ
Ｌ
ｙ

　
｛
１
１
ｙ

ド
ぱ
ぼ
Ｌ
Ｌ
剛
胆
註
諮

私たちがヘルスメイトです

受
け
、
体
重
や
体
脂
肪
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
と
と
も
に
、
自
分
に
あ
っ
た
運
動
を

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
、
家
族
で
食
事
を
す
る
機

会
を
多
く
も
っ
て
、
楽
し
い
食
事
を
心

が
け
た
い
」
な
ど
の
感
想
の
ほ
か
、

「
婦
人
会
や
地
域
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

活
動
の
場
で
、
学
ん
だ
知
識
を
伝
え
て

い
き
た
い
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り
、
今

後
健
康
の
輪
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
町
で
は
、
希
望
が
あ
れ
ば
、

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
出
前
講
座
も

実
施
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
　
町
保
健
課
健
康
増
進
係

　
　
　
　
昔
8
1
－
１
８
３
５

贋
暫
辻
よ

　
月
刊
人
物
学
習
帳
〔
鳥
居
元
忠
編
〕

－
伏
見
城
攻
め
と
鳥
居
元
忠
－
　
個

　
慶
長
三
年
（
１
５
９
８
）
秀
吉
没
後
、

五
大
老
・
五
奉
行
の
合
議
政
治
が
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
円
滑
に
運
営
が
進
め
ら

れ
る
こ
と
な
く
、
家
康
と
反
家
康
の
二

大
勢
力
を
形
成
し
、
同
五
年
の
関
ケ
原

合
戦
に
至
り
ま
し
た
。
家
康
は
六
月
十

六
口
伏
見
誠
に
移
り
、
さ
ら
に
上
洛
を

拒
絶
し
た
会
津
の
上
杉
景
勝
を
征
伐
す

る
た
め
十
八
日
伏
見
を
発
し
、
江
戸
へ

と
向
か
い
ま
し
た
。
家
康
の
泉
下
に
際

し
て
は
伏
見
城
に
鳥
居
元
志
を
主
将
と

な
し
、
内
藤
家
長
・
そ
の
子
元
長
、
松

平
宏
志
、
松
平
近
正
ら
を
副
え
て
城
の

留
守
と
し
ま
し
た
。
石
田
三
成
を
中
心

と
す
る
西
軍
が
伏
見
城
の
開
城
を
要
求

し
た
の
は
七
月
十
五
日
の
夕
刻
、
元
志

ら
は
こ
れ
を
拒
絶
。
本
丸
に
元
志
と
家

長
、
西
丸
に
家
志
が
箭
り
、
二
十
五
目

か
ら
晦
日
（
三
十
日
）
ま
で
の
開
、
四

万
の
大
軍
と
戦
い
ま
し
た
。
八
月
朔
日

二
目
）
内
応
す
る
者
の
放
火
に
よ
っ

て
松
丸
に
火
災
が
起
こ
り
、
松
平
家
志

以
下
の
諸
士
は
相
次
い
で
戦
死
、
自
殺

す
る
も
の
も

忠
は
西
軍
の

た
。
主
将
元

次
に
「
我
が

首
を
取
っ
て
後
代
の
誉
れ
と
せ
よ
」
と

首
を
与
え
る
こ
と
を
約
し
て
自
刃
し
ま

し
た
。
城
兵
こ
と
ご
と
く
倒
れ
、
午
後

三
時
頃
伏
見
城
は
陥
落
し
ま
し
た
。
時

に
元
忠
は
六
十
二
歳
。
ま
さ
に
家
康
の

天
下
取
り
の
捨
て
石
と
い
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
元
忠
の
首
は
大
坂
の
京
橋
口

に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、
元
忠
の
恩
を

う
け
て
い
た

衛
門
が
盗
み

京
都
の
商
人
佐
野
四
郎
右

　
　
　
　
宵
く
ま
ん
べ
ん
ち
お
ん
じ

出
し
、
百
万
遍
知
恵
寺
の

寺
中
龍
見
院
に
葬
り
ま
し
た
。

　
元
志
の
妻
は
三
州
形
原
・
松
平
家
広

の
女
。
長
男
康
志
は
大
正
十
八
年
に
甲

斐
で
没
し
て
お
り
、
二
男
志
政
が
家
督

を
継
ぎ
ま
し
た
。

　
次
回
は
「
鳥
居
元
志
と
壬
生
藩
鳥
居

家
」
で
す
。

龍
見
院
・
元
忠
の
首
塚

７



どっておぎの

　
　
「
年
を
取
っ
て
も
勉
強
し
た
い
」
そ

う
思
っ
た
楠
木
さ
ん
は
、
老
人
大
学
に

入
学
時
、
当
時
興
味
の
あ
っ
た
日
光
彫

り
の
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
ま
し
た
。
４
種

類
は
ど
の
彫
り
方
を
修
得
し
、
現
在
は

稲
葉
地
区
公
民
館
で
月
２
回
講
座
を
開

き
、
1
0
人
ほ
ど
に
教
え
て
い
ま
す
。

　
目
先
彫
り
の
材
料
を
購
入
し
、
図
柄

に
あ
わ
せ
て
彫
刻
を
し
ま
す
。
塗
り
は

力作の鏡台といしょ;:

専
門
店
に
頼
ん
で
塗
っ
て
も
ら
う
そ
う

で
す
が
、
自
分
で
も
化
学
塗
料
で
塗
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
作
品
は
鏡
台
や
、
五
段
∴
二
股
の
引

き
出
し
な
ど
が
ほ
と
ん
ど
で
数
え
切
れ

な
い
ほ
ど
で
す
。

　
彫
刻
の
基
本
を
覚
え
た
の
で
、
後
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
図
柄
を
作
ろ
う
と
、
既

製
の
デ
ザ
イ
ン
化
さ
れ
た
図
案
を
自
分

用
に
創
作
し
、
そ
の
苦
労
を
楽
し
み
な

が
ら
制
作
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
町
の
文
化
祭
作
品
展
に
何
度
か
出
品

し
、
ま
た
シ
ル
バ
ー
大
学
校
南
校
や
町

の
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
講
師
を
し

て
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
、
栃
木
方
面

か
ら
も
楠
木
さ
ん
に
日
光
彫
り
を
教
え

て
も
ら
お
う
と
、
訪
ね
て
く
る
人
が
あ

と
を
た
た
な
い
そ
う
で
す
。

日光彫りで

　　苦労をﾄ楽しむ

松原　植木政男さん

　
北
日
本
な
ど
一
部
の
地
域
を
除

く
と
、
九
月
初
旬
は
ま
だ
夏
の
内
。

残
暑
に
悩
ま
さ
れ
る
日
が
続
き
ま

す
が
、
そ
れ
で
も
朝
方
や
夕
暮
れ

ど
き
な
ど
、
ふ
と
秋
の
気
配
が
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
や
が
て
、
夜
が
だ
ん
だ
ん
と
長

く
な
り
、
朝
夕
が
冷
え
込
み
、

露
の
降
り
る
日
も
現
れ
る
よ
う

に
な
る
と
、
秋
気
が
募
っ
て
き

ま
す
。

　
そ
ん
な
秋
の
訪
れ
を
、
二
十

四
節
気
で
は
「
白
露
」
と
い
い
、

新
暦
の
九
月
七
日
前
後
が
そ
の

時
期
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
こ

ろ
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
生
垣
か

か
っ
た
風
に
も
冷
た
さ
が
加
わ
り

ま
す
。

　
　
「
秋
風
」
と
は
、
文
字
ど
お
り

秋
に
吹
く
風
を
指
し
ま
す
が
、
夏

や
冬
の
季
節
風
の
よ
う
に
定
ま
っ

た
風
向
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
俳
句

の
世
界
で
は
、
秋
の
初
風
を
い
う

場
合
も
あ
り
、
晩
秋
の
身
に
し
み

る
よ
う
な
冷
た
い
風
を
い
う
場
合

も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
　
「
秋
」
と
読
み
方
が
同
じ
「
愁

回２
　
（
し
ゆ
う
、
う
れ
い
）
」
、
「
飽
き
」

に
か
け
て
ブ
っ
れ
い
を
含
ん
だ
風

の
意
味
で
「
愁
風
」
、
心
の
破
綻

が
あ
る
と
い
う
意
味
で
「
飽
き
風
」

と
詠
ん
だ
詩
や
句
が
、
昔
か
ら
多

く
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
秋
風
を
色
に
配
し
て
白
、
素
風

と
呼
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
石
山
の
石
よ
り
白
し
秋
の
夙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芭
蕉

　
　
　
こ
れ
は
、
白
露
を
連
想
さ

　
　
せ
る
白
く
光
っ
た
風
で
す
。

　
　
実
体
の
な
い
風
に
色
を
与
え

　
　
る
こ
と
で
、
そ
の
特
色
を
浮

　
　
か
び
上
が
ら
せ
た
句
で
す
。

　
　
　
同
じ
秋
に
吹
く
風
で
あ
る

　
　
台
風
や
、
初
冬
の
木
枯
ら
し

　
　
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
風
を
色

に
た
と
え
て
み
る
の
も
面
白
い
で

す
ね
。

ニ士丿匹こ
へ　．-ベ　　　ヘ

ｊ白子

m

j　==-~　　－　　　　〃〃〃

＼

　／／
･心･

　－■

言

８
月
号
「
み
ん
な
の
広
場
・
と
っ
て
お
き
の
名
人
」
菊
池
英
子
さ
ん
の
自
治
会
が
誤
っ
て
い
ま

し
た
。
正
し
い
自
治
会
は
「
駅
東
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

８



まちのわだい膳

　万－に備え

町消防団夏季点検

-

　
火
災
・
風
水
害
な
ど
の
非
常
時
に
備

え
る
た
め
、
町
消
防
団
（
中
根
幸
男
団

加齢一

資
源
ご
み
回
収
に

よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た

　
　
　
　
城
南
婦
人
会

　
６
月
2
7
目
（
水
）
炎

天
下
、
資
源
ご
み
回

収
を
実
施
し
ま
し
た
。

役
員
、
会
員
、
家
族

の
方
の
心
あ
た
た
か

な
協
力
、
毎
回
勤
め

で
　
先
の
休
み
を
返
上
し

て
、
軽
四
輪
車
で
積

極
的
に
資
源
回
収
を

し
て
く
れ
る
会
員
の

姿
に
は
感
動
で
す
。

　
ま
ず
、
事
前
に
回

収
に
協
力
し
て
下
さ

る
よ
う
班
長
さ
ん
を

通
じ
て
チ
ラ
シ
を
配

布
し
ま
す
。
当
日
、

長
、
団
員
2
0
3
名
）
の
夏
季
点
検
が
炎
天

下
の
８
月
１
目
、
町
総
合
運
動
場
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
消
防
殉
職
者
に
対
す
る
黙
と
う
の
後
、

団
長
の
指
揮
の
も
と
、
各
分
団
毎
に
服

装
点
検
、
消
防
自
動
車
の
機
械
器
具
点

検
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
団
員
た

ち
に
よ
る
ポ
ン
プ
操
法
並
び
に
放
水
点

検
が
披
露
さ
れ
、
消
火
活
動
に
お
け
る

一
連
の
動
作
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
点
検
終
了
後
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
行
わ
れ
、
ホ
ー
ス
を
バ
ッ
ト
に
持

ち
替
え
て
汗
を
流
し
、
団
員
と
消
防
署

員
と
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

軒
先
や
玄
関
先
に
資
源
を
出
し
て
も
ら

い
ま
す
。
新
聞
紙
、
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は

ス
ー
パ
ー
の
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。

空
き
缶
、
び
ん
類
、
牛
乳
パ
ッ
ク
等
を

回
収
し
ま
す
が
、
集
め
た
物
は
公
民
館

で
全
員
で
分
別
整
理
を
し
ま
す
。
新
聞

紙
は
広
告
と
分
け
る
。
ベ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
ふ
た
を
取
り
、
ラ
ベ
ル
を
は
が
し
中

を
き
れ
い
に
す
る
。
び
ん
も
ふ
た
を
取

り
中
を
き
れ
い
に
す
る
。
反
省
と
し
て

は
、
役
場
か
ら
の
『
ご
み
の
分
け
方
、

出
し
方
』
を
時
々
確
か
め
、
守
っ
て
ほ

し
い
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。
1
5
名
の
協

力
で
９
時
か
ら
Ｈ
時
3
0
分
ま
で
が
ん
ば

り
、
と
て
も
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
投
稿
・
田
中
ミ
ヨ
）

-21名の
平
成
1
3

認定式にのぞむエコファーマーの皆さん

が
７
月
1
3
日
、
壬
生
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー
　
　
購
入
に
対
し
て
袖
助
か
受
け
ら
れ
る
等

で
開
か
れ
、
そ
の
席
上
、
下
野
農
協
壬
　
　
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

生
ト
マ
ト
部
会
（
落
合
義
治
部
会
長
）
　
　
　
　
認
定
式
で
は
、
下
都
賀
農
業
振
興
事

の
会
長
９
１
一
名
が
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
　
　
務
所
の
小
林
課
長
か
ら
代
表
の
荒
川
浩

定
を
受
け
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樹
さ
ん
（
中
泉
）
に
認
定
証
が
手
渡
さ

　
今
農
業
生
産
を
安
定
さ
せ
な
が
ら
取
　
　
れ
ま
し
た
。
認
定
さ
れ
た
２
１
名
は
、
こ

り
組
む
、
「
環
境
保
全
型
農
業
」
が
求
　
　
れ
か
ら
計
画
に
従
い
、
環
境
に
や
さ
し

め
ら
れ
て
お
り
、
国
で
は
、
た
い
肥
等
　
　
い
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ

に
よ
る
土
づ
く
り
と
化
学
肥
料
・
農
薬
　
　
と
に
な
り
ま
す
。

の
低
減
を
一
体
的
に
行
う
農
業
生
産
方
　
　
認
定
を
受
け
た
方
々
　
（
敬
称
略
）

式
を
導
入
し
、
こ
れ
に
取
り
組
む
農
業
　
　
川
嶋
敏
雄
・
大
粟
　
栄
・
石
村
直
宥

者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
エ
コ
フ
ァ
ー
　
　
（
国
谷
）
、
大
垣
恭
宏
・
大
垣
秀
夫
（
北

マ
ー
は
こ
の
生
産
方
式
を
導
入
し
よ
う
　
　
小
林
）
、
鈴
木
正
美
（
安
塚
）
、
荒
川
貴

と
す
る
と
き
「
導
入
計
画
」
が
県
か
ら
　
　
志
・
臼
井
賢
丁
荒
川
浩
樹
（
中
泉
）

適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
農
業
者
で
　
　
粂
川
純
夫
・
大
塚
　
勇
・
粂
川
秀
夫

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
上
田
）
、
篠
原
正
明
・
落
合
義
治
・
神

　
認
定
を
受
け
る
と
、
農
業
機
械
を
購
　
　
永
一
夫
（
羽
生
田
）
、
稲
葉
義
幸
工

人
し
た
場
合
等
に
、
税
制
の
特
例
措
置
　
　
稲
葉
）
、
中
嶋
幸
平
・
小
高
高
雄
・
高

を
受
け
ら
れ
る
ほ
か
、
金
融
の
特
例
措
　
　
久
和
之
（
下
稲
葉
）
、
鈴
木
進
言
・
須

置
や
集
団
で
取
り
組
む
場
合
は
、
機
械
　
　
藤
美
江
（
藤
井
）

９



-

残されたご家族をお守りします

　　遺族基礎年金

　遺族基礎年金とは、国民年金に加入している

方または加入していた方が死亡したときにそ

の方に生計を維持されていた子のある妻または

子に支給されます。

　《受給要件》

　次のいずれかに該当する方が死亡したときに

受けられます。

コ国民年金に加入している入

②国民年金に加入していた60歳以上65歳未満で、

　日本国内に住所のある入

③老齢基礎年金を受けている入

④老齢基礎年金の受給資格期間(納付・免除合

　わせて25年)を満たしている人

ただし、①・②に該当する方は

回死亡月の前々月までの加入期間のうち、保険

料を納めた期間と免除を受けた期間を合わせた

期問が、３分の２以上あることが必要です。

※死亡[]が平成18年４月１目前の場合は、死亡

　月の前々月までの１年間に保険料の未納がな

　ければ受けられます。

《受けられる遺族》

(妻)について

　y 18歳になる年の年度未までの子、または20

　　歳未満で障害の状態が１級・２級の子と生

　　計を同じくしている妻

　(子)について

　・ 18歳になる年の年度未までの子、または20

　　歳未満で障害の状態が１級・２級の子

《年金額》

　妻が受けるとき

子の数 基本額 加算額 合　計

１人 804,200 231,400 1,035,600

２人 804,200 462,800 1,267,000

３人 804,200 539,900 1,344,100

子が受けるとき

子の数 基本額 加算額 合　計

士人 　804,200

一一
　804,200

　　－

　　　－231,400

804,200

２人 1,035,600

３人 804,200 308,500 1,112,700

　　　　　　　　　　　　　　　　平成13年度額

※それぞれ３人目からは１人につき77,100円が

　加算されます。

行
政
に
対
す
る
苦
情

　
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
す

　
総
務
省
で
は
、
全
国
に
行
政
相
談
の

た
め
の
窓
口
を
設
置
し
、
皆
さ
ん
か
ら

の
行
政
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
・
要
望

を
受
け
付
け
、
公
正
で
中
立
な
立
場
か

ら
必
要
な
あ
っ
廿
ん
を
行
う
な
ど
し
て

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
行

政
運
営
の
改
善
な
ど
を
因
っ
て
い
ま
す
。

　
行
政
相
談
週
間
は
、
毎
年
５
月
と
1
0

月
の
２
回
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年
の

「
秋
の
行
政
相
談
週
間
」
は
、
1
0
月
1
5

日
～
2
1
日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

行
政
相
談
の
内
容
は
？

　
役
所
の
仕
事
（
国
の
仕
事
、
Ｊ
Ｒ
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
な
ど
特
殊
法
人
の
仕
事
、
県
、

町
の
仕
事
で
国
か
ら
任
さ
れ
て
い
る
・

補
助
を
受
け
て
行
っ
て
い
る
仕
事
）
や

手
続
き
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
関
係
で
、

「
苦
情
が
あ
る
、
困
っ
て
い
る
こ
と
が

秋
の
行
政
相
談
週
間

あ
な
た
の
声
を
お
寄
せ
下
さ
い

10月15日～21日

あ
る
」
、
「
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
、
「
苦
情

を
申
し
出
た
が
、
説
明
や
措
置
な
ど
に

納
得
が
い
か
な
い
」
な
ど
の
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
道

路
、
交
通
、
税
、
年
金
、
保
健
こ
福
祉
、

環
境
な
ど
、
分
野
は
問
い
ま
せ
ん
。

相
談
は
ど
こ
に
？

　
行
政
相
談
の
窓
口
は
、
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
た
行
政
相
談
委
員
で
す
。

本
町
で
も
下
記
の
と
お
り
特
設
行
政
相

談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
ま
た
、
行
政
相
談
委
員
は
、
月
Ｉ
回

定
例
的
に
相
談
を
お
受
け
す
る
ほ
か
、

自
宅
で
も
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
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大森　相談員

日
　
時
　
1
0
月
1
8
日
采
）

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
　
所
　
保
健
福
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セ
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特
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相
談
担
当
者

　
　
橋
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通
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
住
所
　
壬
生
町
大
師
町
1
9
－
3
8

　
　
　
　
　
　
昔
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５
９
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行
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談
委
員

　
　
　
住
所
　
壬
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1
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昔
8
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０
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農政フォーラム
10月５日（金）　　　　13時30分～16時20分

壬生中央公民館中ホール

約300名を予定しております。

壬生町農業委員会・壬生町農政対策協議会

時
所
員
催
容

日

場

人

主

内

●

●

●

●

●

心／‾～

基　調　講　演　「どうする、どうなる、地域おこし」

　　　　　　　　　栃木県農業会議理事兼事務局長　川又　康之亮

パネルディスカッション

　　　　テーマ　「考えよう　壬生町農業の活性化」

パネリスト

　　　　広田　肇一郎（下都賀農業振興事務所　農務部参事兼所長）

　　　　篠崎　庄　平（下野農業協同組合組合長）

　　　　中村　　正　（壬生町認定農業者協議会会長）

　　　　栗原　芳　子（壬生町消費者友の会会長）

　　　　順葉　　光　（壬生町議会議長）

　　　　清水　英　世（壬生町長）

コーディネーター

　　　　　　川又　康之亮（栃木県農業会議理事兼事務局長）

※農業に興味のある方、ぜひともご聴講ください。（入場無料）

※問合わせ先　町農業委員会事務局　　　　　　昔８１-１ ８ ７５

八
万
証
一
週
間
　
1
0
月
１
日
～
７
日

フ
”
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
Ｌ

遺
言
や
契
約
は
公
正
証
書
で

　
1
0
月
１
日
～
７
日
ま
で
は
「
公
証
週
間
」
で
す
。

　
公
証
役
場
は
、
法
務
大
臣
に
任
命
さ
れ
た
公
証
人
が

遺
言
や
契
約
の
公
正
証
書
の
作
成
、
会
社
定
款
の
認
証
、

確
定
目
付
の
付
与
な
ど
を
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
遺
産
相
続
に
つ
い
て
は
、
遺
言
を
公
正
証
書
に
し
て

お
け
ば
法
律
的
に
も
安
全
で
、
相
続
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
の
に
役
立
ち
ま
す
。

　
金
銭
貸
借
や
土
地
・
建
物
の
賃
貸
、
売
買
な
ど
も
契

約
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け
ば
、
裁
判
な
ど
で
証
総
力

が
あ
り
債
権
回
収
に
役
立
ち
ま
す
。

　
公
証
役
場
で
は
、
公
正
証
書
作
成
等
に
つ
い
て
の
法

律
相
談
を
い
つ
で
も
無
料
で
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な
ど
の

犯
罪
の
被
害
に
あ
い
、
警
察
や
検
察
庁

に
訴
え
た
が
、
検
察
官
が
そ
の
事
件
を

裁
判
に
か
け
て
く
れ
な
い
の
は
ど
う
も

納
得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
不
満
を

お
持
ち
の
方
は
、
検
察
審
査
会
に
遠
慮

な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
や
申
立

て
に
つ
い
て
の
費
用
は
一
切
無
料
で
、

秘
密
も
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

　
検
察
審
査
会
で
は
、
選
挙
権
を
有
す

問
合
せ
先

　
小
山
公
証
役
場

　
　
　
　
示
山
商
工
会
議
所
会
館
３
階
）

　
　
　
　
昔
０
２
８
５
１
2
4
ｊ
４
５
９
９

ご存じですか？

　検察審査会

る
一
般
国
民
の
中
か
ら
「
く
じ
」
で
選

ば
れ
た
Ｈ
人
の
審
査
員
が
、
検
察
官
が

事
件
を
裁
判
に
か
け
な
か
っ
た
こ
と
の

よ
し
あ
し
を
審
査
し
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
栃
木
市
旭

町
1
6
－
３
１
、
宇
都
宮
地
方
裁
判
所
栃
木

支
部
内
、
栃
木
検
察
審
査
会
事
務
局

（
音
2
3
－
０
２
２
５
）
　
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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睦小６年

　高橋康太

六

　
町
で
は
、
第
３
子
以
上
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
方
に
「
す
こ
や
か
子
育

て
支
援
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

-

徳原　　輝ちゃんご兄弟(安塚中央)

S･･

睦小6年

　川島和代

※
支
後
金
の
受
給
要
件
、
申
請
方
法
等

　
は
、
町
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　
　
（
�
8
1
－
１
８
３
１
）
へ

(西高野)片平　長春ちゃんご兄弟

禄
の
Ｉ
金
に
ご
錐
カ

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

　
㈹
栃
木
県
緑
化
推
進
委
員
会
主
催
の

緑
の
募
金
に
ご
協
力
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
自
治
会
の
皆
様

や
町
内
事
業
所
な
ど
の
ご
協
力
で
集
ま

り
ま
し
た
募
金
は
、
総
額
１
。
１
３

６
。
２
９
２
円
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
募
金
は
、
地
域
の
緑
づ
く
り
の
推

進
や
苗
木
配
参
会
の
実
施
な
ど
身
近
な

緑
化
の
推
進
に
活
用
さ
れ
る
ほ
か
、
貴

重
な
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
森
林

の
整
備
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

／‰

　　　　　10月14日

第３回ファミリー体育祭

　　　●　●　●　●
　　　国介国町

　　　民護民県
　　　年保健民
　　　会陰康税

　－一将孫一、納10 10翌晩３

期月Syl税期
ｍ号３ドプ

10　　
回、斜丿

月　前言゛゛

31　　　納期
日　一匹

10

月

の

納

税

等

一 一

０
０

◆
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
　
　
　
　
言
数
字
は
寄
付
回
数
）

居
酒
屋
ポ
ン
大
様
①
　
　
　
　
５
千
円

匿
名
②
　
　
　
　
　
　
３
千
８
７
１
円

日
歌
研
師
範
連
盟
栃
木
県
支
部
様
④

　
　
　
　
　
　
　
２
万
７
千
２
０
１
円

栃
木
県
歌
謡
協
会
下
都
賀
支
部
様
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
５
万
円

生
涯
学
習
館
楽
し
い
登
山
教
室

参
加
者
一
同
様
①
　
　
　
１
万
６
４
円

赤い羽根共同募金運動

　　(10月1日～12月31日)

　　　　　　　　　一生労働省

　　　リ　　ぴTど

力

　　　　　　　　-
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